
令
和
二
年
度
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
、
千
葉
県
立
八
街
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
櫻
井
澄
香
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
本
連
合
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
積
極

的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
皆
様
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

さ
て
、
世
界
中
で
大
き
な
被
害
と
影

響
を
与
え
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
皆
様
も
心
を
痛
め

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
連
合

会
、
ま
た
全
国
連
合
会
、
関
東
地
区
連

合
会
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
中
止
・

延
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
子

様
が
通
学
し
て
い
る
学
校
で
も
、
学
習

面
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
育
成
に
か
か
せ
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
や
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が
奪
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「『
新
し
い
生
活
様
式
』
に
照
ら
し
た

行
動
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

が
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
と
い
う
不
安
や

何
が
「
新
し
い
」
の
か
が
誰
に
も
わ
か

ら
な
い
状
況
に
、
今
お
か
れ
て
い
る
の

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、「
学
校
」
で

で
き
る
こ
と
、「
家
庭
」
で
で
き
る
こ

と
、
何
が
必
要
で
、
何
が
不
必
要
な
の

か
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
行
っ
て
き
た

様
々
な
こ
と
が
、
当
た
り
前
に
で
き
な

く
な
っ
た
と
嘆
く
だ
け
で
な
く
、
新
し

い
試
み
に
挑
戦
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
す
べ
て
の
こ
と
を
一
変
さ
せ
る
こ

と
は
無
理
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
学
校

で
の
教
育
、
家
庭
で
の
教
育
、
社
会
で

の
教
育
を
も
う
一
度
見
直
す
時
期
で
あ

る
と
考
え
、
私
た
ち
大
人
が
、
今
の
状

況
に
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
子

ど
も
た
ち
に
も
大
き
な
力
を
与
え
る
こ

と
と
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

実
際
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
苦
し
ま
れ
た
方
、
医
療
・
看
護
従

事
者
と
し
て
日
々
ご
苦
労
な
さ
っ
て
い

る
方
、
職
場
の
環
境
が
激
変
な
さ
っ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
子
ど

も
た
ち
も
多
く
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
方
々
の

声
に
注
意
深
く
耳
を
傾
け
る
こ
と
か
ら

し
か
、
新
し
い
こ
と
を
見
つ
け
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

不
安
な
日
々
は
続
き
ま
す
が
、
今
後

と
も
、
本
連
合
会
の
活
動
へ
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
各

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
ご
家
庭
な
ど
、
よ

り
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
学
び
あ
い
を
進

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り(1) 第83号 令和⚒年 11 月 28 日

会
長
挨
拶

県
高
Ｐ
連
会
長

櫻

井

澄

香

（
千
葉
県
立
八
街
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
)

筆頭
理事 千葉

地区

鎌田 輝美
千 葉 南

富田 昌宏

理事 佐藤 道広 検 見 川

筆頭
理事 船橋

地区

清水裕美子
船橋法典

坂野 直人

理事 飯生 政之 船橋豊富

筆頭
理事 市川

地区

小柴 尚美
市 川 南

石𣘺 修

理事 若菜 秀彦 浦 安

筆頭
理事 松戸

地区

鈴木 玲子
松戸向陽

奥山眞壽美

理事 内田 雅康 松戸馬橋

筆頭
理事 東葛飾

地区

久留島美由紀
我孫子東

長谷部智久

理事 島崎 正人 柏 中 央

筆頭
理事 印旛

地区

鈴木奈穂子
八 街

向後 剛正

理事 渡邉 範夫 四 街 道

筆頭
理事 東総

地区

青木 幸夫
東総工業

阿部 真之

理事 小西 薫 匝 瑳

筆頭
理事 山武

地区

小林 史枝
松 尾

土屋 俊之

理事 新村 浩章 成 東

筆頭
理事 長夷

地区

大野 友治
大 多 喜

川崎 浩祐

理事 河野 安勝 長 生

筆頭
理事 安房

地区

吉田 香織
安房拓心

早川 貴英

理事 石井 一司 長 狭

筆頭
理事 君津

地区

藤江 一嘉
木 更 津

小柴 一臣

理事 池谷 道雄 木更津東

筆頭
理事 市原

地区

小出祐一郎
市 原

常泉 香澄

理事 酒井 一成 京 葉

役員

会 長 櫻井 澄香 八 街

副会長 吉田 香織 安房拓心

副会長 小出祐一郎 市 原

副会長 矢島 義文 幕張総合

会 計 小柴 尚美 市 川 南

会 計 坂野 直人 船橋法典

監 事 小林 史枝 松 尾

監 事 阿部 真之 東総工業

顧問
前会長 永井 豊和 関 宿

校長協会会長 平賀 洋一 東 葛 飾

令和⚒年度

役員・理事紹介

千葉県高等学校ＰＴＡ連合会
ち
ば高Ｐ連だより 第 83 号

〒263-0011 千葉県千葉市稲毛区天台町⚒⚘⚕
県総合スポ－ツセンター宿泊研修所内

ＴＥＬ 043(255)0687 ＦＡＸ 043(255)0681

ＵＲＬ：http://www.chikoupren.jp/
E-mail：chibakoupren@nifty.com



議
決
権
数
（
加
盟
校
）

⚑
⚓
⚓

書
面
表
決
（
議
決
権
行
使
書
）
⚑
⚓
⚓

集
計
数
並
び
に
集
計
結
果

第
一
号
議
案

｢令
和
元
年
度
主
要
事
業
報
告
」

賛
成
（
⚑
⚓
⚓
）

反
対
（
⚐
）

第
二
号
議
案

｢令
和
元
年
度
決
算
報
告
」

賛
成
（
⚑
⚓
⚓
）

反
対
（
⚐
）

第
三
号
議
案

｢令
和
二
年
度
活
動
方
針
」
(案
)

賛
成
（
⚑
⚓
⚓
）

反
対
（
⚐
）

第
四
号
議
案

「
令
和
二
年
度
主
要
事
業
計
画
」(案
)

賛
成
（
⚑
⚓
⚓
）

反
対
（
⚐
）

第
五
号
議
案

｢令
和
二
年
度
予
算
」（
案
）

賛
成
（
⚑
⚓
⚓
）

反
対
（
⚐
）

第
六
号
議
案

「
令
和
二
年
度
役
員
・
理
事
一
覧
」(案
)

賛
成
（
⚑
⚓
⚓
）

反
対
（
⚐
）

決
議
に
つ
い
て
は
、
会
則
第
⚖
章
第

14
条
の
⚔
項
「
各
会
議
に
お
け
る
定
足

数
は
、
定
数
の
⚓
分
の
⚑
と
し
、
議
題

は
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
を
得
て
決

議
さ
れ
る
」
に
則
り
、
す
べ
て
の
議
案

に
に
つ
い
て
過
半
数
の
賛
成
を
も
っ
て

可
決
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
会
計
監
査
報
告

⚑

「
令
和
元
年
度
千
葉
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」
の
会
計
事
務
の
執

行
は
適
正
で
あ
る
。

⚒
「
令
和
元
年
度
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
」
の
現
金
出
納
簿
、
証

拠
書
類
等
の
整
理
状
態
は
極
め
て
良

好
で
あ
る
。

⚓
「
令
和
元
年
度
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
」
の
皆
無
の
執
行
状
況

は
適
正
で
あ
る
。

令
和
⚒
年
⚖
月
10
日

監
事

黒
澤

祐
子

監
事

堤

浩
一

令
和
⚒
年
⚖
月
19
日
付
千
高
Ｐ
連
第

⚖
号
に
て
報
告
済
で
す
。令

和
元
年
度
千

葉
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
、
千
葉
県
立
関
宿
高
等
学
校

所
属
の
永
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
千
葉
県
は
も
と
よ
り
天

災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
各
地
で
発
生

し
ま
し
た
。
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
年
明
け
早
々
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
も
あ
り
、
全
国
Ｐ

連
、
県
Ｐ
連
、
単
Ｐ
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

が
余
儀
な
く
規
制
さ
れ
た
半
年
間
で
し

た
。
本
県
に
お
き
ま
し
て
も
理
事
会
、

総
会
の
中
止
な
ど
が
あ
り
、
今
回
の
未

曾
有
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
ま
で
の
普

通
に
行
な
っ
て
い
た
活
動
が
こ
の
よ
う

な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う

に
対
処
し
、
今
後
に
受
け
継
い
で
い
け

る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
連

合
会
の
よ
り
一
層
の
発
展
、
連
携
と
組

織
充
実
の
重
要
性
を
改
め
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
生
徒
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
戸
惑

い
の
一
年
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

導
入
寸
前
で
の
大
学
入
試
の
変
更
、
中

止
な
ど
で
か
な
り
混
乱
を
生
じ
て
い
る

生
徒
も
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
禍
、
各
校
に
お
い
て
、
学
校
行
事

へ
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
特
に
高
校
生

活
の
締
め
括
り
で
あ
る
卒
業
式
を
実
施

し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
対
し
て
学
校

関
係
者
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
会
長
と
し
て
の
種
々
な
活
動

を
と
お
し
て
様
々
な
事
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
の
各
連
合
会
会

長
と
の
情
報
交
換
、
勉
強
会
へ
の
参
加

等
、
私
自
身
も
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
、
大
き
な
財
産
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
各
位
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り 第83号 (2)令和⚒年 11 月 28 日

令
和
⚒
年
度
定
期
総
会

書
面
表
決
の
結
果

県
高
Ｐ
連
前
会
長永

井

豊

和

（
千
葉
県
立
関
宿
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
)

退
任
挨
拶

⚒年
⚔月17日 会計監査、第⚔回役員会 総合スポーツセンター

宿泊研修所

⚕月13日 役員選考委員会、第⚕回役員会、新旧
理事会 ホテルプラザ菜の花

⚖月10日 表彰状・感謝状贈呈式、定期総会、講
演会 千葉県教育会館

⚖月27日
～⚖月28日

全国高等学校PTA連合会
定時総会 東京ガーデンパレス

⚖月下旬 第1回役員会・理事会 高P連事務局

⚗月⚒日 関東地区高等学校PTA連合会
総会、大会運営会議

ホテルメトロポリタン
高崎

⚗月⚓日
～⚗月⚔日

第66回関東地区高P連大会群馬大会
表彰式 Gメッセ群馬

夏季休業間 各地区夏季校外巡回指導 各地区

⚘月19日 第70回全国高P連大会島根大会
前日会議 ホテル一畑

⚘月20日
～⚘月21日

第70回全国高P連大会島根大会
表彰式

くにびきメッセ
松江市総合体育館他

⚙月⚑日
～12月20日 各地区研究集会 各地区

10月⚓日
～10月⚔日

全国高等学校PTA連合会
第⚑回全国会長・事務局長連絡会 大阪ガーデンパレス

10月中旬 第2回役員会・理事会 総合スポーツセンター
宿泊研修所

10月下旬 広報誌「ちば高P連だより」
第83号発行

10月28日
～10月29日

関東地区高等学校PTA連合会
第⚑回役員会・委員会 華やぎの章慶山

11月⚑日
～⚑月⚗日 各地区列車内一斉指導 各地区

11月27日 第56回千葉県高等学校PTA研究集会 千葉県教育会館

冬季休業間 各地区冬季校外巡回指導 各地区

⚓年
⚑月下旬 第24回英語・日本語弁論大会（後援）

⚒月⚖日
～⚒月⚗日

全国高等学校PTA連合会
全国会長・事務局長研修会 東京ガーデンパレス

⚒月12日 関東地区高等学校PTA連合会
第⚒回役員会・委員会 ベルクラシック甲府

⚒月下旬 第⚓回役員会・理事会 総合スポーツセンター
宿泊研修所

⚒月下旬 広報誌「ちば高P連だより」
第84号発行

⚔月上旬 会計監査、第⚔回役員会 総合スポーツセンター
宿泊研修所

⚕月上旬 役員選考委員会、第⚕回役員会、新旧
理事会 ホテルプラザ菜の花

⚖月上旬 表彰状・感謝状贈呈式、定期総会、講
演会 千葉県教育会館

令 和 ⚒ 年 度 事 業 計 画



第
六
十
六
回

関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
群
馬
大
会

日
程

令
和
⚒
年
⚗
月
⚓
日
（
金
）

全
体
会

Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬

令
和
⚒
年
⚗
月
⚔
日
（
土
）

分
科
会

Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬

※
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、中
止
の
決
定
に
な
り
ま
し
た
。

第
六
十
七
回

関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
山
梨
大
会

日
程

令
和
⚓
年
⚗
月
⚙
日
（
金
）

全
体
会

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

武
道
館

令
和
⚓
年
⚗
月
10
日
（
土
）

分
科
会

県
民
文
化
ホ
ー
ル
他

第
七
十
回

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

島
根
大
会

日
程

令
和
⚒
年
⚘
月
20
日
（
木
）

分
科
会

く
に
び
き
メ
ッ
セ

令
和
⚒
年
⚘
月
21
日
（
金
）

全
体
会

く
に
び
き
メ
ッ
セ
他

※
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、延
期
の
決
定
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
⚓
年
度
日
程

令
和
⚓
年
⚘
月
24
日
（
火
）

分
科
会

く
に
び
き
メ
ッ
セ

令
和
⚓
年
⚘
月
25
日
（
水
）

全
体
会

く
に
び
き
メ
ッ
セ
他

昭
和
二
十
五
年

に
山
梨
県
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
本
県

高
Ｐ
連
は
、昨
年
、

創
立
七
十
年
を
迎

え
ま
し
た
。

最
盛
期
は
五
十

を
超
え
る
単
Ｐ
が

加
盟
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
二
十

四
年
度
に
す
べ
て

の
私
学
が
退
会

し
、
さ
ら
に
、
学

校
の
統
廃
合
等
に

よ
り
、
現
在
の
加

盟
校
数
は
、
全
日

制
の
高
等
学
校
が
三
十
校
（
二
年
後
は

二
十
七
校
）、
高
等
部
を
も
つ
特
別
支

援
学
校
が
九
校
、
合
わ
せ
て
三
十
九
校

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
の

流
れ
の
中
で
、
会
員
数
も
一
万
七
千
人

を
割
り
込
む
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
生
徒
数
は
確
実
に
減
少
す
る

こ
と
か
ら
、
各
単
Ｐ
の
運
営
も
厳
し
さ

を
増
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
小
規
模
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単

Ｐ
が
そ
の
特
性
を
十
分
に
活
か
し
、
一

丸
と
な
っ
て
教
育
を
支
援
し
、
子
ど
も

達
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
本
年
度
は
、
多
く

の
高
Ｐ
連
活
動
が
中
止
や
規
模
縮
小
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
特
徴

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
二
つ
紹
介
し

ま
す
。

一
つ
は
、
高
Ｐ
連
と
し
て
「
一
般
財

団
法
人
山
梨
県
高
等
学
校
安
全
互
助

会
」
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ

の
法
人
は
、
平
成
二
十
五
年
に
文
部
科

学
省
に
お
い
て
一
般
財
団
法
人
と
し
て

認
可
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

よ
り
、共
済
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
学
校
管
理
下
に
お
け
る

怪
我
や
疾
病
に
対
す
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
給
付
額
に
応
じ

て
、
共
済
金
と
し
て
上
乗
せ
す
る
形
で

給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

本
年
度
は
、
本
県
に
お
い
て
全
国
高

等
学
校
等
安
全
互
助
会
総
会
及
び
研
究

大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
団
体
と
の

意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
連
帯
を
深

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月

の
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、
本
県
に

お
い
て
も
、
平
成
二
十
九
年
六
月
に

「
や
ま
な
し
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進

協
議
会
」
が
組
織
さ
れ
、
高
Ｐ
連
も
こ

の
協
議
会
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
二
十
九
年
八

月
二
十
二
日
、
山
梨
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
は
、

貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
の
健
全
育

成
に
向
け
、「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

関
す
る
連
携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

高
Ｐ
連
に
加
盟
し
て
い
る
多
く
の
学
校

で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
と
し
て
授
業
参

観
、
三
者
懇
談
、
学
園
祭
等
を
活
用
し

て
、
各
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
食
料

を
学
校
に
持
ち
寄
る
食
品
回
収
運
動
を

行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら

の
活
動
に

よ
っ
て
集
め

ら
れ
た
食
料

は
、
一
旦
、

フ
ー
ド
バ
ン

ク
山
梨
の
倉

庫
に
集
め
ら

れ
ま
す
が
、

七
月
と
十
二
月
の
年
二
回
、
各
家
庭
に

送
る
た
め
の
箱
詰
め
作
業
を
行
い
ま

す
。特

に
、
箱
詰
め
作
業
に
は
当
該
校
の

生
徒
だ
け
で
な
く
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
こ
の
取
組
の
重
要
さ
を
多
く
の
参

加
者
が
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り(3) 第83号 令和⚒年 11 月 28 日

令和⚓年度
第67回関東地区高等学校ＰＴＡ連合会大会 開催県

山梨県高等学校ＰＴＡ連合会の紹介

箱詰め作業の様子参加者の集合写真

関
東
地
区

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

の
お
知
ら
せ

全 

国高等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

の
お
知
ら
せ



●
全
国
高
Ｐ
連
表
彰

★
個
人

●

永
井

豊
和
（
関
宿
高
等
学
校
）

●

石
井

英
樹
（
一
宮
商
業
高
等
学
校
）

●

茂
手
木
勝
浩
（
天
羽
高
等
学
校
）

★
団
体

●

市
立
千
葉
高
等
学
校

●
関
東
地
区
高
Ｐ
連
表
彰

★
個
人

●

永
井

豊
和
（
関
宿
高
等
学
校
）

●

山
田
美
智
代
（
船
橋
古
和
釜
高
等
学
校
）

●

黒
澤

祐
子
（
旭
農
業
高
等
学
校
）

★
団
体

●

市
立
千
葉
高
等
学
校

●

県
立
関
宿
高
等
学
校

●

県
立
旭
農
業
高
等
学
校

●

県
立
館
山
総
合
高
等
学
校

昨
年
度
は
関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
大
会
埼
玉
大
会
で
の
発
表
に
始

ま
り
、
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究

集
会
で
の
発
表
、
千
葉
地
区
公
立
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会
の
主
催
と
、
対
外
的

な
行
事
が
重
な
り
、
誠
に
目
ま
ぐ
る
し

い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
関
東
大
会
は

本
校
文
化
祭
と
重
な
り
、
毎
年
バ
ザ
ー

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
参
加
し
て
い
る
な

か
、
元
副
会
長
が
快
く
引
き
受
け
て
い

た
だ
き
、
大
変
助
か
っ
た
こ
と
が
昨
日

の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
元
副

会
長
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た

と
、
県
高
Ｐ
連
様
に
は
感
謝
を
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
県
研
究
集
会
と
千
葉

地
区
研
究
集
会
の
前
会
長
の
意
表
を
突

い
た
内
容
を
変
え
た
発
表
に
は
、
千
葉

地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
も
感
心
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
栄
誉
を
誇
り
に
市
千

葉
Ｐ
Ｔ
Ａ
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
会
と
各
学
校
の
益
々
の

ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
御
礼
の
言

葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

初
め
に
、
共
に
活
動
し
ま
し
た
県
連

役
員
様
並
び
に
事
務
局
の
皆
様
、
大
変

お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
無
事
に
役
を
終
え
ら
れ
た
事
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
表
彰
式
と
い
う
晴
れ

の
舞
台
で
表
彰
状
を
受
け
取
る
事
が
で

き
た
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
高
Ｐ
連
の
行
事
予
定

が
二
月
以
降
ほ
と
ん
ど
中
止
か
、
ま
た

は
延
期
に
な
っ
て
し
ま
い
思
う
よ
う
に

役
目
が
果
た
せ
ず
、
会
長
表
彰
を
受
賞

す
る
事
も
多
少
心
苦
し
く
思
い
ま
し

た
。思

い
返
し
て
み
る
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は

ほ
と
ん
ど
無
縁
だ
っ
た
自
分
が
理
事
校

に
当
た
り
県
連
の
役
員
を
引
き
受
け
る

事
に
な
り
、
地
区
や
県
連
の
研
究
集
会

で
は
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
御
指
導
頂
き

い
い
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

人
が
多
数
集
ま
る
行
事
が
思
う
よ
う

に
で
き
な
い
今
日
、
今
ま
で
通
り
に
で

き
な
い
中
で
少
し
ず
つ
で
も
有
意
義
な

県
連
活
動
が
で
き
ま
す
様
願
い
つ
つ
、

私
の
受
賞
の
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

こ
の
度
は
、
関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
よ
り
表
彰
状
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
正
直

な
と
こ
ろ
、
私
の
よ
う
な
未
熟
者
が
こ

の
よ
う
な
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
、
お

ど
ろ
き
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
引
き
受
け
よ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
だ
ん
だ
ん
手

が
離
れ
て
い
く
子
供
達
に
、
い
か
に
し

て
係
わ
っ
て
い
け
る
か
と
考
え
た
結
果

で
し
た
。
多
く
を
語
っ
て
く
れ
な
い
学

校
生
活
を
垣
間
見
た
い
と
い
う
思
い
で

し
た
。
実
際
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
、

子
供
達
の
様
子
を
見
る
事
が
出
来
た
だ

け
で
な
く
、
私
に
も
多
く
の
仲
間
が
で

き
、
多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
子
供
の
成
長
と
と
も
に
、
私
も

今
さ
ら
で
す
が
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た

事
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
千
葉
県
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
、
お
礼

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
七
十
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
大
会
島
根
大
会
、
第
六
十
六
回
関

東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

群
馬
大
会
に
お
い
て
、
単
Ｐ
広
報
誌
の

展
示
に
際
し
、
百
二
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
伴
い
、
全

国
大
会
は
来
年
度
に
延
期
、
関
東
大
会

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
の
大
会
開
催
の
広
報
誌
応
募

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り 第83号 (4)令和⚒年 11 月 28 日
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�
�
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�

令
和
⚒
年
度

全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰

(団
体
)を
受
賞
し
て

市
立
千
葉
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

上
田
さ
お
り

（
千
葉
市
立
千
葉
高
等
学
校
）

全
国
高
Ｐ
連
表
彰を

受
賞
し
て

県
高
Ｐ
連
前
副
会
長
茂
手
木
勝
浩

（
千
葉
県
立
天
羽
高
等
学
校
）


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�
�
�

広
報
誌

関
東
地
区
高
Ｐ
連
会
長
表
彰

(個
人
)を
受
賞
し
て

県
高
Ｐ
連
前
会
計

山
田
美
智
代

（
千
葉
県
立
船
橋
古
和
釜
高
等
学
校
）

�

�

�

表

彰

者

�
�
�
�
�

応
募
の
お
礼



ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り(5) 第83号 令和⚒年 11 月 28 日

令和 2年度

周年校
紹介



創
立
百
二
十
周
年

成
東
高
等
学
校

明
治
33
年
⚒
月
⚒
日

（
⚑
⚙
⚐
⚐
年
）



創
立
百
十
周
年

旭
農
業
高
等
学
校

明
治
43
年
⚙
月
27
日

（
⚑
⚙
⚑
⚐
年
）



創
立
百
二
十
周
年

佐
原
高
等
学
校

明
治
33
年
12
月
⚒
日

（
⚑
⚙
⚐
⚐
年
）



創
立
百
十
周
年

佐
原
白
楊
高
等
学
校

明
治
43
年
⚔
月
日
不
明

（
⚑
⚙
⚑
⚐
年
）



創
立
六
十
周
年

京
葉
工
業
高
等
学
校

昭
和
35
年
⚔
月
12
日

（
⚑
⚙
⚖
⚐
年
）



創
立
五
十
周
年

我
孫
子
高
等
学
校

昭
和
45
年
月
日
不
明

（
⚑
⚙
⚗
⚐
年
）



創
立
百
周
年

船
橋
高
等
学
校

大
正
⚙
年
10
月
日
不
明

（
⚑
⚙
⚒
⚐
年
）



創
立
五
十
周
年

柏
高
等
学
校

昭
和
45
年
⚔
月
⚑
日

（
⚑
⚙
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⚐
年
）
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地区 開催日 会 場 担当校 研 修 会 内 容

千葉
地区 12/⚑（火） 三井ガーデンホテル

千葉 市立千葉
講演「女性のための犯罪ポイント～自分の身は自分で守ってほしい～」

千葉県警察 よくし隊「あおぼーし」
研究発表「本校の特色ある取組とＰＴＡ活動」千葉県立千葉南高等学校ＰＴＡ

船橋
地区 10/30（金） 船橋市勤労市民

センター 船橋法典 講演「言葉が創る豊かな人生」作家で役者の言霊使い 星夜（せいや）氏
研究討議

市川
地区 中 止 市 川 南 ＰＴＡ活動報告は、後日配布予定

松戸
地区 中 止 松戸向陽

東葛飾
地区 中 止 我孫子東

印旛
地区 12/⚑（火） 八街市中央公民館 八 街 講演「親子関係を築く契機に～不登校・引きこもりから考える」（仮）

ＮＰＯ法人ユース・サポート・センター「友懇塾」 理事長 井内 清満氏

東総
地区 中 止 東総工業

山武
地区 中 止 松 尾

長夷
地区 中 止 大 多 喜 文書にて開催

安房
地区 中 止 安房拓心

君津
地区 11/20（金） 木更津市民総合

福祉会館 木 更 津 講演『わたしは子ども達への「影響者」』 and Cs代表 藤田 潮 氏
研究討議 ⚔校発表（君津商業、上総、君津青葉、袖ヶ浦）

市原
地区 中 止 市 原

令和⚒年度 地区別研究集会 県内12地区で「地区別研究集会」が下記日程にて開催されます。

「新しい生活様式」の実践例

（１）一人ひとりの基本的感染対策

移動に関する感染対策

□感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動は控える。
□発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモにする。接触確認アプリの活用も。
□地域の感染状況に注意する。

感染防止の３つの基本：①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い

□人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける。
□会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。
□外出時や屋内でも会話をするとき、人との間隔が十分とれない場合は、症状がなくてもマスクを
着用する。ただし、夏場は、熱中症に十分注意する。

□家に帰ったらまず手や顔を洗う。
人混みの多い場所に行った後は、できるだけすぐに着替える、シャワーを浴びる。

□手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒薬の使用も可）。

※ 高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする。

（２）日常生活を営む上での基本的生活様式

□まめに手洗い・手指消毒 □咳エチケットの徹底
□こまめに換気（エアコン併用で室温を28℃以下に） □身体的距離の確保
□「３密」の回避（密集、密接、密閉）
□一人ひとりの健康状態に応じた運動や食事、禁煙等、適切な生活習慣の理解・実行
□毎朝の体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリせず自宅で療養

娯楽、スポーツ等

□公園はすいた時間、場所を選ぶ
□筋トレやヨガは、十分に人との間隔を
もしくは自宅で動画を活用

□ジョギングは少人数で
□すれ違うときは距離をとるマナー
□予約制を利用してゆったりと
□狭い部屋での長居は無用
□歌や応援は、十分な距離かオンライン

食事

□持ち帰りや出前、デリバリーも
□屋外空間で気持ちよく
□大皿は避けて、料理は個々に
□対面ではなく横並びで座ろう
□料理に集中、おしゃべりは控えめに
□お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避けて

買い物

□通販も利用
□１人または少人数ですいた時間に
□電子決済の利用
□計画をたてて素早く済ます
□サンプルなど展示品への接触は控えめに
□レジに並ぶときは、前後にスペース

公共交通機関の利用

□会話は控えめに
□混んでいる時間帯は避けて
□徒歩や自転車利用も併用する

（３）日常生活の各場面別の生活様式

イベント等への参加

□接触確認アプリの活用を
□発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

□テレワークやローテーション勤務 □時差通勤でゆったりと □オフィスはひろびろと

□会議はオンライン □対面での打合せは換気とマスク

（４）働き方の新しいスタイル

※ 業種ごとの感染拡大予防ガイドラインは、関係団体が別途作成


